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平成21年度一般会計予算　65億7,000万円

　基金に頼らない持続性のある財政運営を目指し、平成19年度から21年度までを「高鍋町財政改革推進期間」

とし、３年間で約9億3,400万円の見直しを目標に職員一丸となり財政再建に取り組んでいるところです。

　しかし、アメリカのサブプライム問題を発端にした世界的大不況の影響による町税等の減少、高齢化に伴う

医療費や介護給付費等の増加により平成21年度予算編成は近年にない大変厳しいものになりました。

　平成21年度一般会計予算は、歳入・歳出全般についてさらに徹底した見直しを行い、財源不足の圧縮と経費

のより一層の節減合理化に努め、「持続可能な財政基盤の確立」を図るとともに、「町民が主役のまちづくり」

を目指して予算編成を行い、総額65億7,000万円（対前年度比0.6％増）となりました。

主 な 事 業
総
務
費

人事評価制度講師謝礼・外部評価委員謝礼 642万円 農
林
水
産
業
費

肉用牛肥育素牛導入緊急対策事業補助金 100万円

消防小型ポンプ購入 194万3千円 優良雌牛導入保留対策事業補助金 270万円

避難所用備品・防災啓発用品 190万7千円 むらづくり交付金事業 8,080万円

民
生
費

高鍋ファミリーサポートセンター事業補助金 145万円 高鍋町緊急生産調整対策推進事業補助金 2,345万9千円

延長保育事業補助金 1,640万円
商
工
費

マリンスポーツ環境整備事業 1,200万円

高齢者福祉センター管理事業 801万3千円 小規模事業者特別融資制度補償料補助金 85万円

衛
生
費

妊婦・乳幼児健康診査事業 1,781万円 スタンプカードイベント補助金 220万円

合併処理浄化槽設置整備補助金 2,210万4千円
土
木
費

東九州自動車道通過市町村関連事業 1,541万8千円

教
育
費

給食調理等業務委託 2,950万円 交通安全施設整備事業 1億3,085万円

全国スポレク祭高鍋町実行委員会補助金 340万円 持田団地建設事業 2億7,700万円

歳　出 歳　入
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たかなべさんの家計簿

収 入 の 種 類 収 入 額 割 合 前年度割合

給料 202万6000円 30.8% 32.3%
自主
財源

町税

パート収入や不動産収入 45万6000円 7.0% 6.9% 使用料・手数料・分担金・負担金

貯金の取崩し 26万9000円 4.1% 3.8% 基金からの繰入金

実家からの仕送り 321万2000円 48.9% 47.2% 依存
財源

地方交付税・国・県支出金等

借入金（ローン） 60万7000円 9.2% 9.8% 町債

合　　　計 657万円 100% 100%

支 出 の 種 類 支 出 額 割 合 前年度割合

食費 149万8800円 22.8% 23.8%
義務的
経費

人件費

医療費・教育費 101万8600円 15.5% 15.5% 扶助費

ローン返済 96万6300円 14.7% 16.6% 公債費

家の増改築費 65万5000円 10.0% 11.0% 投資的経費 普通建設事業費・災害復旧事業債

光熱水費・生活用品など 71万3300円 10.8% 10.0%

その他
経費

物件費

保険料・町内会費など 79万3500円 12.1% 11.0% 補助費等

子どもへの仕送り 86万2700円 13.2% 11.2% 繰出金

親戚への援助 2万8300円 0.4% 0.5% 投資及び出資金・貸付金

家・車の修繕費 2万6500円 0.4% 0.3% 維持補修費

臨時出費への備え 7000円 0.1% 0.1% 予備費

合　　　計 657万円 100% 100%   

☆収入について

　給与やパート収入、不足分の貯金取り崩しといった、自分で得た収入（自主財源）は全体の約41.9％で昨年より1.1％のマイナスとなって

しまいました。特に景気の悪化による給料の減収が大きく影響したためで、不足分は実家からの仕送りと新たな借入金（依存財源）で補う

こととなります。今年は実家が景気の浮揚を狙って仕送りを増やしましたが、援助が減ることも常に考えていなければいけません。

☆支出について

　繰出金が大きく増えていますが、これは「国民健康保険」「後期高齢者医療」「介護保険」等への援助です。医療費（扶助費）を含め、

少子化・高齢化社会対策のためにも社会保障に関する経費を抑えることは難しいものです。収入の増加が見込めない現状では、他の支出の

状況を見ながら節約に努め、計画的に執行していく必要があります。

☆貯金について

　平成20年度末の基金（町の貯金）残高は10億1,105万6千円で、金額の「千万円」単位を「千円」単位に置き換えると101万1,056円になり

ます。財政健全化への取り組みもあり、昨年度末から13,442円（1,344万2千円）貯金が増えましたが、それでも年収（予算額）の15％程度

にしかなりません。

☆借金について

　平成20年度末の町債（町の借入金）残高は73億1,186万3千円で、金額の「千万円」単位を「千円」単位に置き換えると731万1,863円にな

ります。昨年度末から39万3,798円（3億9,379万8千円）減りました。

　町の予算をより身近に感じていただくために、一般会計予算を家計簿の形にして表してみました。なお金額の単

位は「千万円」を「万円」に置き換えています。

特別会計

●水道事業

　[収 益 的]              対前年度比

　 収入　4億4,188万9千円 △1.8％

　 支出　4億7,493万9千円 △1.9％

　[資 本 的]

　 収入　3億5,719万円 296.9％

　 支出　5億7,062万4千円 94.6％

27億2,808万6千円
2,445万5千円

3億9,233万4千円
4億　660万7千円

13億8,481万7千円
1,139万1千円
337万6千円

2,057万6千円

国  民  健  康  保  険
老 人 保 健
後 期 高 齢 者 医 療
下 水 道 事 業
介 護 保 険

介  護  保  険
介　護　認　定　審　査

都市計画畑田土地区画整理事業精算金
一ツ瀬川雑用水管理事業

△ 1.0％
△87.3％

7.3％
△ 7.2％

22.2％
0.7％

△41.5％
皆増

対前年度比

●
●
●
●
●

●
●

　特別会計の総額（水道事業を除いた８会計）は49億7,164万2千円で、対前年度比約1.4％の増となりました。新し

く、一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計が設けられました。
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就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
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非 常 持 出 品 参 考 例

　

梅
雨
に
入
る
と
、
豪
雨
な
ど
に
よ
る
土

砂
災
害
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら

家
の
周
り
や
危
険
な
場
所
、
避
難
場
所
の

確
認
な
ど
、
土
砂
災
害
に
対
す
る
備
え
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

気
象
情
報
な
ど
に
注
意
を

　

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
伝
え
ら
れ
る

気
象
情
報
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
、
防

災
行
政
無
線
や
地
域
の
防
災
連
絡
網
な
ど

で
伝
え
ら
れ
る
避
難
情
報
に
は
十
分
注
意

し
、
早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
と
は　

　

大
雨
に
よ
り
土
砂
災
害
の
危
険
度
が
高

ま
っ
た
市
町
村
を
特
定
し
、
県
と
気
象

台
が
共
同
し
て
発
表
す
る
情
報
で
す
。
市

町
村
長
が
発
令
す
る
避
難
勧
告
等
の
災
害

応
急
対
応
や
、
住
民
が
自
主
避
難
の
判
断

等
に
利
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
等
が
発
表
さ
れ
て

い
な
く
て
も
、
斜
面
の
状
況
に
は
常
に
注

意
を
払
い
、
異
常
に
気
が
つ
い
た
場
合
に

は
、
直
ち
に
周
り
の
人
と
安
全
な
場
所
に

避
難
し
、
役
場
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

土
砂
災
害
は
前
兆
に
注
意
を

　

長
雨
や
大
雨
の
と
き
、
次
の
よ
う
な
現

象
を
確
認
し
た
ら
、
早
め
に
避
難
し
、
役

場
や
防
災
機
関
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▲
が
け
崩
れ

　

が
け
か
ら
音
が
し
、
水
が
に
ご
る
。
地

下
水
や
湧
き
水
が
止
ま
る
。
斜
面
の
ひ
び

割
れ
、
変
形
が
あ
る
。
小
石
が
落
ち
て
く

る
。
異
様
な
に
お
い
が
す
る
。

▲
土
石
流

　

山
鳴
り
が
す

る
。
雨
が
続
い

て
い
る
の
に
川

の
水
位
が
下
が
る
。

川
の
水
が
に
ご
っ
た
り
、
流
木
が
ま
ざ

る
。

▲
地
す
べ
り

　

地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
。
井
戸
や

沢
の
水
が
に
ご
る
。
が
け
や
斜
面
か
ら

水
が
ふ
き
だ
す
。
家
の
よ
う
壁
に
亀
裂
が

入
る
。
家
の
よ
う
壁
、
樹
木
、
電
柱
が
傾

く
。

　

非
常
持
出
品
の
準
備
を

　

避
難
時
に
慌
て
な
い
よ
う
、
非
常
持
出

袋
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
た
び
、
四
月
一
日
付
け
を
も
っ
て
、
副
町
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
川
野
文
明
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

総
務
課
長
と
し
て
在
任
中
か
ら
、
町
民
の
皆
様
方

に
は
、
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
厚
情
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
高
鍋
町
を
取
り
巻
く
社
会
経

済
情
勢
は
極
め
て
厳
し
く
、
行
財
政
改
革
に
ま
っ
た

な
し
の
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
行

財
政
改
革
を
推
し
進
め
な
が
ら
、
町
民
の
皆
様
の
安

心
・
安
全
の
確
保
、
商
工
業
や
農
業
の
活
性
化
、
健

康
づ
く
り
や
福
祉
の
充
実
と
い
っ
た
諸
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
に
は
、
町
民
の
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご

協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
皆
様
方
と
行
政
と
が
一
体

と
な
っ
て
、
豊
富
な
歴
史
的
・
文
化
的
資
源
を
十
分

に
活
用
し
、
元
気
の
い
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
高
鍋
町
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
副
町
長
と

し
て
、
小
澤
町
長
の
も
と
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
、

福
祉
向
上
の
た
め
、
誠
心
誠
意
努
力
す
る
覚
悟
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
、
な
お
一
層
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
三
月
三
十
一
日
付
け
を
も
っ
て
、
副

町
長
の
職
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
興
梠
正
明
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

在
職
中
の
二
年
間
、
町
民
の
皆
様
に
貴
重
な
ご
意

見
や
ご
提
案
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
職
務
の
遂
行
に

当
た
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
数
々
の
ご

厚
情
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
間
、「
明
倫
の
教
え
」
が
連
綿
と
し
て
受

け
継
が
れ
、
石
井
十
次
先
生
を
は
じ
め
多
く
の
偉
人

を
輩
出
し
た
土
地
柄
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
に
あ
ふ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
に
汗
水
を
惜
し
ま

な
い
町
民
、
団
体
な
ど
、
多
く
の
方
々
の
お
姿
を
じ

か
に
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
町
が
高
い
潜
在
力

を
有
し
て
い
る
こ
と
も
実
感
し
た
次
第
で
あ
り
ま

す
。

　

世
界
的
な
不
況
の
影
響
が
強
く
懸
念
さ
れ
る
な

ど
、
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
も
一
段
と
厳
し
さ
を
増

し
て
お
り
ま
す
が
、
民
官
協
働
の
取
り
組
み
に
町
民

の
皆
様
が
積
極
的
に
参
画
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
高
鍋
の
町
は
必
ず
や
活
性
化
さ
れ
、
明
る
い
未

来
が
拓
け
て
く
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

四
月
か
ら
は
、
県
教
育
庁
の
生
涯
学
習
課
長
と
し

て
、
主
と
し
て
社
会
教
育
行
政
、
特
に
「
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
教
育
環
境
づ
く
り
」
な

ど
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

常
に
「
高
鍋
は
第
二
の
ふ
る
さ
と
」
の
思
い
を
胸
に
、

皆
様
方
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
こ
と
を
生
か
し
つ

つ
、
精
励
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
、

一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

川
かわの

野　文
ふみあき

明
副町長

 興
こおろぎ

梠　正
まさあき

明
前副町長

  

土
砂
災
害
に
対
す
る
備
え

・
携
帯
ラ
ジ
オ

　

Ａ
Ｍ
・
Ｆ
Ｍ
両
方
が
聞
け
る
も
の

・
懐
中
電
灯

　

小
さ
く
軽
い
も
の
、
予
備
の
電
池

・
水
ま
た
は
お
茶

　

缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
飲
料
に
は
消

費
期
限
が
あ
る
の
で
、
定
期
的
に
入
れ

か
え
る
。

・
非
常
食
品

　

乾
パ
ン
や
缶
詰
な
ど
火
を
通
さ
ず
食

べ
ら
れ
る
も
の
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
ド

ロ
ッ
プ
な
ど

・
そ
の
他

　

タ
オ
ル
、
救
急
薬
品
（
ば
ん
そ
う
こ

う
、
傷
薬
な
ど
）、
紙
皿
、
紙
コ
ッ
プ
、

ス
プ
ー
ン
、
缶
切
り
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、

軍
手
な
ど
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平成21年度　高鍋町消防団幹部・部長のみなさん

平成21年度　高鍋町交通指導員のみなさん
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町民参画のまちづくりに向けて　～パブリックコメント制度～
　パブリックコメント制度とは、町が政策等を決めるときに、その案を広く住民に公表し、皆さんから寄せられた意見等
を案に取り入れることができるかどうかを検討し、その検討結果（最終案）とともに寄せられた意見等に対する町の考え
方をあわせて公表していく一連の手続きをいいます。
　本町においては、昨年６月にこの制度の実施要綱を制定しました。この制度を導入することにより、町としての統一的
なルールを確立し、行政運営の透明性の向上を図るとともに、住民の町政への参加機会の拡充を図り、「公正で開かれた町政」
の実現を目指すものです。

◆平成 20年度パブリックコメント制度実施結果
案　件　名 実　施　期　間 担　当　課 結果（未実施の理由） 

高鍋町食育推進計画
平成２１年２月９日（月）
　　　～３月１０日（火）

健康福祉課
（旧：福祉保健課）
健康づくりセンター 

ご意見はありませんでした

第５次高鍋町老人福祉計画
第４期高鍋町介護保険事業計画 

未　実　施
健康福祉課
（旧：福祉保健課） 

策定期限がせまり、パブリッ
クコメント手続きの期間が
取れなかったため

※計画は、町ホームページでも閲覧できます。 http://www.town.takanabe.miyazaki.jp

消
防
団
と
は
、
日
常
は
団
員
そ
れ
ぞ
れ
職
業
を
持

ち
な
が
ら
、
火
災
な
ど
の
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
に

消
防
活
動
に
従
事
す
る
公
的
な
機
関
で
す
。

 （左から）後列：仲武６部部長、古賀７部部長、小泉８部部長、村上９部部長、矢野１０部部長、永友１１部部長、岡部１２部部長、正﨑１３部部長
　　　　   中列：又川本部部長、大田直轄部部長、金﨑ラッパ隊隊長、柏木１部部長、井置２部部長、上妻３部部長、関４部部長、岩岡５部部長
　　　　   前列：日髙生活安全係長、森下指導員、橋口副団長、坂元団長、長友東児湯消防組合救急課長、後藤副団長、加藤指導員、寺原消防主任

　

平
成
二
十
年
度
末
を
も
っ
て
、
松
崎
勝
義
さ
ん
（
在
任

年
数
三
十
八
年
）
と
松
岡
章
さ
ん
（
在
任
年
数
三
十
三
年
）

が
辞
職
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
、
高
鍋
町
の
交
通
安
全
の

た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

 （左から）後列：日髙生活安全係長、永野泰古、黒岩幹夫、児玉征吾、黒木修一、津曲智邦、永友清太 （敬称略）
　　　　　前列：岩本嘉之、三好利通、六車次夫、小澤町長、多田稔、藤田光廣　時任伸一
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【
情
報
公
開
制
度
】

　

高
鍋
町
が
保
有
す
る
町
政
情

報
を
住
民
が
開
示
請
求
で
き
る

制
度
で
す
。

　

平
成
二
十
年
度
は
七
件
の
開

示
請
求
が
あ
り
、
全
部
開
示
三

件
、
部
分
開
示
四
件
と
い
う
開

示
決
定
で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

一
件
の
不
服
申
立
が
あ
り
ま
し

た
。

【
個
人
情
報
保
護
制
度
】

　

高
鍋
町
が
保
有
す
る
個
人
情

報
を
適
正
な
取
り
扱
い
に
よ
り

保
護
す
る
制
度
で
、
住
民
の
権

利
と
し
て
自
分
の
個
人
情
報
の

開
示
・
訂
正
・
目
的
外
利
用
等

の
停
止
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
は
い
ず
れ
も

請
求
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

　

政
策
推
進
課 

情
報
政
策
係

　
　

℡　

２
６
‐
２
０
０
３

ご
存
知
で
す
か
？

情
報
公
開
制
度
・

個
人
情
報
保
護
制
度

平成21年度高鍋町行政事務連絡員を紹介します
 行政事務連絡員は、町長から委嘱を受けた非常勤特別職の地方公務員で、任期は４月１日から翌年の
３月31日までの１年間です。
　町広報紙をはじめとした文書等の配布や町として周知していただきたい情報の伝達など、行政事務を
円滑に進めるための様々な業務に従事していただいています。

行 政 区 名 氏　　　名 行 政 区 名 氏　　　名 行 政 区 名 氏　　　名
蚊口西のニ 落　合　英　夫 旭　　　 通 山　中　一　郎 水　　　 除 福　川　吉　春
蚊口西の一 柏　木　昭　子 上　　　 町 井　上　正　俊 正 ヶ 井 手 山　崎　勝　也
蚊 口 中 日　髙　　　賛 松　原　町 森　田　良　雄 小 丸 団 地 五　味　守　吉
蚊 口 上 井　上　光　髙 小　　　 丸 井　上　弘　成 小 丸 出 口 梅　木　實　雄
蚊 口 下 大　山　三津夫 小　丸　下 内　田　郁　夫 上 江 団 地 内　田　　　聰
堀の内団地 磯　野　浩　藏 畑　　　 田 吉　野　有　三 馬　場　原 財　津　吉　和
堀 の 内 宇田津　士　郎 小　丸　上 武　田　康　雄 中　川　原 松　長　宗　男
下 永 谷 橋　　　知　男 後　小　路 結　城　秀　範 川　　　 田 橋　口　孝　一
上 永 谷 正　﨑　　　久 宮　　　 越 大　泉　秀　雄 羽　根　田 小　林　一　男
雲 雀 山 橋　口　　　巖 宮　越　上 佐　伯　定　金 青　　　 木 濱　田　敏　德
水 谷 原 加　藤　智　德 南　宮　越 長　友　榮　次 老　　　 瀬 平　野　秀　久
越 ヶ 溝 小　河　寅　雄 道具小路西 亀　井　清　彦 牛　　　 牧 村　上　勝　六
毛 作 一　木　昭　男 道具小路東 長　尾　　　昭 南　牛　牧 藤　原　茂　隆
新 山 中　山　　　稔 道具小路南 立　川　　　巖 市　の　山 松　丸　正　勝
大 平 寺 藤　田　良　継 中　　　 鶴 稲　田　瑞　穗 中　　　 尾 本　多　光　幸

脇 浦　　　　　叶 樋　　　 渡 兒　玉　萬　年 小　　　 並 平　川　髙　久
舞 鶴 団 地 荒　川　　　和 下　屋　敷 飛　土　暢　夫 竹　　　 鳩 待　鳥　信　美
大 工 小 路 松　岡　信　博 菖 蒲 池 西 津　曲　智　邦 切　　　 原 岩　切　義　和
宮 田 秋　月　種　郎 菖 蒲 池 東 黒　木　英　浩 兀　の　下 島埜内　美　義

筏 井　上　重　行 大 池 久 保 渡　部　史　朗 坂　　　 本 温　水　重　德
蓑 江 守　部　信　秋 御　屋　敷 荒　川　　　勇 鬼 ヶ 久 保 黒　木　昌　也
南 町 黒　木　　　旭 萩　　　 原 馬　場　善　文 俵　　　 橋 猪　上　武　雄
十 日 町 上　野　正　彦 黒　　　 谷 高千穗　　　曻 染　ヶ　 岡 河　野　和十四
六 日 町 染　矢　正　弘 松　　　 本 又　川　榮　輔 家　　　 床 添　田　友　信
石 原 永　野　正　弘 山　　　 下 小長野　　　實 持　　　 田 大　橋　信　行
東 町 泉　　　　　明 西　平　原 原　　　國　雄 持 田 団 地 宇　野　富　子
中 央 通 前　田　富　洋 北　平　原 稲　倉　宗　文 正　祐　寺 北　村　和　義
中 町 髙　山　富　子 東　平　原 谷　口　敏　明 鴫　　　 野 木　俵　秀　明

◆お問い合わせ先◆　総務課 行政係　℡：２６‐２００１
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南九州大学 沖縄県人会の
皆さんによる沖縄エイサー

イベント会場の
舞鶴公園中段広場の様子

主将代表による誓いのことば

現代造形作家５人による
平面作品や立体作品の展覧会

◎
満
開
の
桜
を
楽
し
み
ま
し
た

　

三
月
二
十
日
か
ら
四
月
十
二

日
に
舞
鶴
公
園
桜
ま
つ
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
期
間
中
は
、
桜

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
、

昼
間
は
も
ち
ろ
ん
夜
間
も
多
く

の
お
花
見
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
二
十
八
日
・
二
十
九
日
は

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
、
二
日
間
と
も
少
し
肌

寒
い
日
で
し
た
が
、
町
民
の
元

気
な
明
る
い
声
が
各
会
場
に
響

い
て
い
ま
し
た
。

◎
石
井
十
次
の
心
を
つ
な
ぐ

　

四
月
十
三
日
、
中
央
公
民
館

で
第
十
八
回
石
井
十
次
賞
贈
呈

式
（
受
賞
者
は
青
森
県
の
児
童

養
護
施
設
「
藤
聖
母
園
」
）
お
よ

び
石
井
十
次
生
誕
記
念
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
小
中
高
生
に

よ
る
意
見
発
表
で
は
、
高
鍋
の

子
ど
も
た
ち
の
自
立
心
や
思
い

や
り
の
心
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

◎
健
全
な
心
と
体
を
つ
く
り
ま
す

　

四
月
二
十
五
日
、
総
合
体
育

館
で
高
鍋
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

入
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
、
十
二
種
目
・
十
九
団
・

三
百
七
十
八
人
が
入
団
し
、
青

少
年
の
健
全
育
成
と
体
力
つ
く

り
、
次
代
を
担
う
立
派
な
社
会

人
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し

活
動
し
ま
す
。

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
第
一
歩

　

今
年
も
、
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
お
よ
び
手
話
講
習

会
が
開
講
し
、
点
訳
に
七
人
、

手
話
に
二
人
が
入
門
し
ま
し
た
。

講
座
に
興
味
の
あ
る
方
は
今
か

ら
で
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

◎
文
教
の
ま
ち
で
の
展
覧
会

　

高
鍋
町
美
術
館
開
館
十
周
年

記
念
特
別
展
「
増
田
常
徳
展
」

お
よ
び
高
鍋
町
歴
史
総
合
資
料

館
「
端
午
の
節
句
五
月
人
形
展
」

が
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
ま
し
た
。

五
月
九
日
か
ら
は
「
北
北
西
か

ら
の
発
信 

福
岡
．
長
崎
五
人
展
」

が
六
月
七
日
ま
で
の
会
期
で
美

術
館
に
お
い
て
開
催
中
で
す
。

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
最
先
端
芸

術
空
間
を
、
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ

さ
い
。 

　

四
月
十
一
日
、
高
鍋
町
美
術

館
に
お
い
て
、
第
三
回
高
鍋
デ

ザ
イ
ン
会
議
が
高
鍋
商
工
会
議

所
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
、「
『
へ

た
っ
ぴ
ん
の
美
学
』
高
鍋
大
師

の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、
基
調

講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

著
書
「
へ
た
っ

ぴ
ん
の
美
学
」
を

出
版
し
た
美
術
家

で
西
安
造
形
大
学

の
今
井
祝
雄
教
授
は
、
基
調
講

演
で
、
「
自
分
が
ス
ラ
ン
プ
の
時

に
高
鍋
大
師
を
見
た
。
ま
さ
に

目
か
ら
ウ
ロ
コ
で
、
人
の
創
造

す
る
心
を
考
え
た
。
大
師
は
洗

練
さ
れ
て
い
な
い
が
、
作
品
は

う
ま
い
、
下
手
で
は
な
い
。
歯

を
見
せ
た
石
仏
や
彩
色
さ
れ
た

像
な
ど
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い

作
品
は
ま
さ
に
『
へ
た
っ
ぴ
ん

の
美
学
』
で
、
こ
れ
は
私
の
賛

辞
で
あ
る
。
あ
っ

け
ら
か
ん
と
し

て
い
て
、
つ
ら

い
こ
と
が
あ
っ

て
も
笑
い
飛
ば

せ
る
気
持
ち
に

さ
せ
て
く
れ
る
」

と
話
し
、
さ
ら

に
「
大
師
を
継

承
し
て
い
く
た

め
の
意
義
を
考

え
る
必
要
が
あ

る
」
と
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
「
開
山
し
て
八
十
年
を
経

て
朽
ち
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

観
光
遺
産
に
選
定
さ
れ
た
こ
と

を
一
つ
の
き
っ
か
け
に
し
、
今

後
は
観
光
資
源
と
し
て
の
維
持

管
理
や
芸
術
的
な
良
さ
の
Ｐ
Ｒ

方
法
な
ど
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

よ
い
の
か
」
に
対
し
、
「
業
者
が

入
り
整
備
す
る
と
よ
そ
と
変
わ

ら
な
く
な
る
。
造
形
的
な
特
質

を
大
事
に
し
な
く
て
は
」
「
地
元

の
芸
術
家
や
彫
刻
家
が
監
修
し
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や

子
ど
も
た
ち
で
大
師
を
維
持
・

発
展
さ
せ
れ
ば
、
そ
れ
が
子
ど

も
に
と
っ
て
ふ
る
さ
と
学
習
に

も
つ
な
が
る
し
、
観
光
資
源
と

し
て
磨
く
こ
と
に
な
る
」
「
町
観

光
協
会
を
活
用
す
る
」
な
ど
の

い
く
つ
か
の
具
体
的
な
方
向
性

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
は
、
人
を
呼
び
込

む
対
策
を
と
る
な
ど
最
大
限
に

支
援
し
、
観
光
協
会
や
商
工
会

議
所
な
ど
関
係
団
体
と
具
体
的

な
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

※
四
月
十
五
日
に
、
福
岡
Ｋ
Ｂ

Ｃ
テ
レ
ビ
が
取
材
の
た
め
来
町

し
た
際
、
高
鍋
の
新
し
い
ロ
ー

カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー

「
た
か
鍋
大
使
く

ん
」
が
登
場
し
、

高
鍋
大
師
の
ア

ピ
ー
ル
に
一
役

買
っ
て
い
ま
し

た
。

まちの話題

第
三
回
高
鍋
デ
ザ
イ
ン
会
議
が
開
催
さ
れ
る
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